
富
山
県
富
山
西
警
察
署 

池
多
駐
在
所
 

山
本
　
宏
樹

カ
ナ
カ
ン
㈱
 

荒
井
　
雅
也

ア
ル
ビ
ス
㈱
 

土
倉
　
沙
織

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部

附
属
特
別
支
援
学
校

 

青
山
　
真
紀 

・ 

網
谷
　
優
子

富
山
県
立
高
岡
支
援
学
校

 

宮
澤
　
悟
史

北
陸
銀
行

 

笠
原
　
崇
志 

・ 

稲
荷
　
幹
夫

 

八
田
　
勝
裕 

・ 

山
室
　
諭
紀

　
富
山
国
際
学
園 

富
山
短
期
大
学

 

松
居
紀
久
子

富
山
第
一銀
行
 

荒
井
　
克
彦

富
山
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課

 

大
村
　
政
人

富
山
県
立
し
ら
と
り
支
援
学
校

 

荻
布
知
寿
子
・
水
巻
　
岳
也

富
山
テ
レ
ビ
放
送
 

嘉
藤
　
毅
樹

島
石
油
㈱
 

安
藤
　
貴
之

富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校

 

奥
野
　
勝
太

北
陸
電
力
㈱
 

馬
場
　
幸
子

富
山
労
働
局 

富
山
公
共
職
業
安
定
所

 

村
　
　
裕
子

　
高
齢・障
害・求
職
者
雇
用
支
援
機
構

富
山
支
部
 

山
縣
　
勝
治

富
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

河
上
　
真
弥
・
早
川
　
隆
志

㈱
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム 

北
陸
支
社

富
山
営
業
所
 

砂
原
　
和
彦

岐
阜
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
 

 

小
池
　
貴
久
・
平
野
　
堪
太

㈱
ヨ
シ
キ

 

牛
丸
　
武
司
・
高
越
　
康
夫

㈱
北
日
本
新
聞
社
 

島
津
あ
か
ね

　
た
か
お
か
万
葉
福
祉
会
 

 

桶
　
　
典
子

富
山
市 

福
祉
保
健
部 

指
導
監
査
課

 

中
川
　
　
誠

富
山
市 

福
祉
保
健
部 

障
害
福
祉
課
 

 

豊
岡
　
　
円
・
佐
藤
　
功
幸

　
吉
城
福
祉
会
 

田
中
　
　
緑

読
売
新
聞
東
京
本
社
 森

井
　
智
史

作業センターふじなみでの椎茸摘み取り作業

生活介護班では体育館での運動

みしまの工房でのはたおり作業

「
食
欲
の
秋
」
に
ち
な
ん
で
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
漫
画
「
美
味
し
ん
ぼ
」
が
好
き
で
、

家
の
本
棚
に
は
全
巻
が
揃
っ
て
い
る
。

読
み
返
し
て
み
る
と
時
代
の
変
遷
が

感
じ
ら
れ
て
面
白
い
。例
え
ば
第
２５

巻「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
対
決
」で
は
、
主
人

公
の
山
岡
さ
ん
に
同
僚
の
栗
田
さ
ん

（
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
が
、
や
が
て
こ
の
２

人
は
結
婚
す
る
）が「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
っ

て
？
」
と
聞
く
シ
ー
ン
が
あ
る
。つ
ま

り
、
今
で
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
メ
ニュ
ー
に

あ
る
ほ
ど一般
的
な
「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
」

と
い
う
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
、こ
の
連
載
当

時
は一般
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
今
で
は
ス
ー
パ
ー
で
も
当
た
り

前
に
手
に
入
る
香
辛
料
「
ガ
ラ
ム
マ
サ

ラ
」
も
、
第
２４
巻
「
カ
レ
ー
対
決
」で

は
、
究
極
の
カ
レ
ー
の
味
の
決
め
手
と

し
て
、さ
も
珍
し
い
香
辛
料
の
よ
う
に

登
場
す
る
。

最
近
な
に
か
と
テ
レ
ビ
を
賑
わ
せ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
界
の「
パ
ワ
ハラ
問
題
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
昔
は「
仕
方
が
な

い
」と
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
過
ご
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
で
は
タ
ブ
ー
に

な
って
し
ま
い
、
そ
れ
に
つい
て
い
け
な

い
者
が
バッ
シ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。時
代

が
変
わ
る
に
つ
れ
、そ
れ
ま
で
有
り
得

な
か
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
有
り
得
な

い
こ
と
に
な
って
い
く
。

今
号
で
特
集
し
た
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョン
」や
、「
ふ
じ
な
み
の
椎
茸
ハ
ウ

ス
増
設
」で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は「
障
害
の
あ
る
人
で
も
地
域
で

普
通
の
暮
ら
し
を
」と
い
う
当
園
の
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
理
念
で
あ
る
。こ
の

理
念
が
い
つ
の
日
か
「
当
た
り
前
」
に

な
って
い
る
こ
と
を
願
う
。　

　
　
　
　
　
　
　  （
岡
崎
　
記
）

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
０
４
１
５
４
２

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

池
　
田
　
洋
　
子
 

富
山
市

㈲
新
響
社
 

富
山
市

高
栁
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
 

富
山
市

サ
ン
ウ
ッ
ド
薬
局
桃
井
 

富
山
市

石
　
橋
　
孝
　
史
 

富
山
市

㈱
ユニ
オ
ン
ラ
ン
チ
 

富
山
市

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
富
山
支
店
 

 

富
山
市

㈲
三
和
防
災
工
業
 

中
新
川
郡

東
洋
ゴ
ム
北
陸
販
売
㈱
 

富
山
市

佐
藤
理
容
院
 

富
山
市

㈱
宝
来
 

富
山
市

㈱
日
本
空
調
北
陸
 

富
山
市

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸
小
杉
営
業
所
 

 

射
水
市

㈱
デ
ィ
ラ
イ
フ
 

富
山
市

北
陸
レ
ジ
ン
工
業
㈱
 

高
岡
市

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱
 

金
沢
市

㈱
流
通
産
業
 

中
新
川
郡

㈲
ア
イ
シ
ス
テ
ム
 

富
山
市

㈲
坂
東
設
備
 

射
水
市

　
寺
田
医
院
 

富
山
市

㈲
サ
ン・ア
ル
ス
ア
 

富
山
市

森
産
業
㈱
 

金
沢
市

ホ
ー
チ
キ
㈱
富
山
営
業
所
 

富
山
市

呉
羽
種
苗
園
 

富
山
市

山
口
書
店
 

富
山
市

北
陸
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
㈱
 

富
山
市

㈱
サ
プ
ラ
イ
 

富
山
市

㈱
北
陸
バ
ロ
ン
美
装
 

富
山
市

宮
本
内
科
外
科
胃
腸
科
ク
リ
ニッ
ク

 

富
山
市

㈲
古
川
酒
販
 

富
山
市

日
本
海
建
興
㈱
 

富
山
市

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ
 

富
山
市

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

富
山
市

㈱
島
田
樹
脂
 

富
山
市

テ
レ
通
㈱
 

富
山
市

㈱
北
国
屋
商
店
 

富
山
市

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸
高
岡
営
業
所

 

射
水
市

㈱
サ
ン
ジェッ
ト
 

富
山
市

㈱
イ
ズ
ミ
 

富
山
市

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 

富
山
市

林
商
会
㈱
 

富
山
市

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

富
山
市

竹
田
精
肉
店
 

富
山
市

㈲
フ
ォ
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

富
山
市

手
づ
く
り
ハ
ウ
ス
く
れ
よ
ん
 富

山
市

㈱
ス
パッ
ク
 

高
岡
市

ニッ
タ
ン
㈱
富
山
営
業
所
 

富
山
市

㈲
小
林
有
機
 

射
水
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

富
山
市

㈲
北
陸
白
ア
リ
 

富
山
市

北
陸
銀
行
富
山
丸
の
内
支
店
 富

山
市

中
　
田
　
　
　
匡
 

富
山
市

島
石
油
㈱
 

射
水
市

廣
　
田
　
美
千
代
 

富
山
市

牧
　
田
　
修
　
明
 

富
山
市

ク
レ
ハ
運
送
㈱
呉
羽
営
業
所
 富

山
市

じ
ろ
う
 

富
山
市

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

富
山
市

㈱
丸
協
 

富
山
市

㈲
瀧
味
堂
 

富
山
市

木
　
下
　
忠
　
男
 

飛
騨
市

北
陸
砂
糖
㈱
 

富
山
市

㈱
リ
ビ
ッ
ク
富
山 

富
山
営
業
所

 

富
山
市

ア
ー
ト
パッ
ク
ス
㈱
富
山
営
業
所

 

富
山
市

㈱
K・M
E
A
T
 

中
新
川
郡

ア
ル
ビ
ス
㈱
呉
羽
東
店
 

富
山
市

西
金
屋
自
治
会
 

富
山
市

稲
　
場
　
　
　
税
 

滑
川
市

富
山
福
祉
短
期
大
学
 

射
水
市

西
　
村
　
順
　
子
 

富
山
市

㈱
サ
ン
ジェッ
ト
 

富
山
市

青
　
島
　
康
　
子
 

高
岡
市

稲
　
場
　
数
　
馬
 

滑
川
市

安
　
元
　
明
　
美
 

射
水
市

小
　
林
　
美
栄
子
 

射
水
市

穴
　
田
　
美
智
子
 

富
山
市

竹
　
内
　
正
　
一
 

富
山
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

富
山
市

（
Ｈ
30・
5・
１
〜
Ｈ
30・
8・
31
）敬
称
略

富
山
県
呉
羽
青
少
年
自
然
の
家

 

大
久
保
栄
二

㈱
中
曽
根
造
園
 

中
曽
根
勝
人

 

中
曽
根
　
聡

富
山
デ
ー
タ
ー
機
器
サ
ー
ビ
ス
㈱
 

 

桑
山
　
好
鷹

ユニ
オ
ン
産
業
㈱
 

澤
井
　
　
勇

岸
田
木
材
㈱
 

岸
田
　
　
毅

㈱
な
か
ひ
こ
 

中
尾
　
政
彦

林
建
設
㈱
 

林
　
　
　
茂

㈲
と
と
屋
 

坂
井
　
賢
治

チ
ョ
ー
ト
ク
福
祉
研
究
所
 

 

長
徳
　
外
次

㈱
桑
原
 

桑
原
　
靖
夫

富
山
県
中
小
企
業
家
同
友
会
 

 

玉
崎
　
勝
弘
・
山
崎
　
典
子

　
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会

 

大
畑
　
正
理

富
山
地
鉄
サ
ー
ビ
ス
㈱
 宮

窪
　
大
希

　 

社
労
士
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
富
山

 

明
野
　
孝
史

富
山
大
学
 

長
谷
川
と
も
み

富
山
県
立
富
山
い
ず
み
高
等
学
校
 

 

北
川
久
美
子

イ
タ
リ
ア
料
理 

ク
オ
ー
レ

 

杉
浦
　
健
一

（
Ｈ
30・
5・
21
〜
Ｈ
30・８・
10
）敬
称
略

（福)一社

（福)（福)

（　)

（独)

７
月
か
ら
３
ヵ
月
間
、
し
ら
と
り
支
援
学
校
か
ら

研
修
に
来
て
い
ま
す
。

最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
う
さ
か
寮
を
見
学

し
た
際
、「
居
室
を
ほ
と
ん
ど
個
室
に
し
、
床
や
調
度

品
な
ど
の
仕
様
も
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
た
も

の
に
し
て
か
ら
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
利
用
者
が

と
て
も
落
ち
着
き
、
問
題
行
動
が
減
っ
て
集
団
活
動

に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
話

を
伺
い
ま
し
た
。
自
分
の
居
心
地
の
良
い
居
住
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
こ
ま
で
も

の
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
学
校
や
寄
宿
舎
で
同
じ
こ
と
が
出
来

る
か
と
考
え
た
と
き
に
、
難
し
い
点
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
運
用
の
工
夫
次
第
で
児
童
生
徒
が
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
し
た
り
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が

出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
良
い
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
１
〜
２
週
間
ず
つ
各

作
業
所
を
体
験
し
な
が
ら
利
用
者
の
方
々
と
一
緒
に

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
利

用
者
の
方
一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
生
き
生
き
と
自
信

を
も
っ
て
働
い
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
用

者
の
中
に
は
、
他
の
施
設
で
は
対
応
が
難
し
か
っ
た

方
も
お
ら
れ
ま
す
。「
支
援
者
は
、
利
用
者
の
出
来
る

こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
整
理
し
て
あ
げ
、

出
来
る
こ
と
を
使
っ
て
仕
事
を
作
り
出
し
て
あ
げ
る
」。

こ
れ
は
、
め
ひ
の
野
園
の
理
念
だ
と
の
こ
と
。
私
は

こ
の
理
念
を
聞
い
て
、「
だ
か
ら
か
！
」
と
思
い
あ
た

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
良
い
ヒ
ン
ト
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
に
戻
っ
た
ら
、
め
ひ
の
野
園
か
ら
い
た
だ
い

た
ヒ
ン
ト
を
生
か
し
、
児
童
生
徒
が
安
心
で
き
、
生

き
生
き
と
活
動
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
30・
5・

１1
〜
Ｈ
30・
8・
20
）敬
称
略

後
援
会
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140
　

　
普
通
預
金
４
２
５
０
５
９
０
　

　
め
ひ
の
野
園
後
援
会

須
　
沼
　
溥
熙
子
 

富
山
市

池
　
田
　
陽
　
子
 

富
山
市

中
　
川
　
和
　
子
 

中
新
川
郡

橘
　
　
　
依
　
子
 

富
山
市

西
　
田
　
紀
代
子
 

富
山
市

入
　
江
　
裕
　
子
 大

阪
府
大
阪
市

入
　
江
　
宣
　
行
 大

阪
府
大
阪
市

大
　
居
　
定
　
雄
 

南
砺
市

高
　
木
　
由
紀
美
 

射
水
市

五
十
里
　
勇
　
征
 

富
山
市

上
　
田
　
智
　
華
 

砺
波
市

折
　
橋
　
幸
　
子
 

射
水
市

髙
　
嶋
　
　
　
洋
 

富
山
市

牧
　
田
　
修
　
明
 

富
山
市

林
商
会
㈱
 

富
山
市

七
　
澤
　
邦
　
彦
 

高
岡
市

㈱
北
陸
バ
ロ
ン
美
装
 

富
山
市

保
　
木
　
諭
　
吉
 

富
山
市

河
　
本
　
健
　
造
 

中
新
川
郡

北
　
川
　
美
　
穂
 

富
山
市

徳
　
中
　
信
　
春
 

射
水
市

室
　
澤
　
尚
　
史
 

高
岡
市

前
　
田
　
晴
　
雄
 

富
山
市

㈲
米
三
塗
料
店
 

富
山
市

津
　
嶋
　
順
　
子
 

富
山
市

奥
　
村
　
健
　
一
 

富
山
市

石
　
黒
　
亜
希
子
 

富
山
市

榊
　
　
　
利
　
之
 

富
山
市

谷
　
井
　
光
　
昭
 

富
山
市

吉
　
田
　
美
　
雪
 

高
岡
市

北
陸
銀
行
　
五
福
支
店
 

富
山
市

松
　
井
　
隆
　
弘
 

富
山
市

堀
　
　
　
甚
　
一
 

富
山
市

稲
　
垣
　
昌
　
人
 

富
山
市

松
　
尾
　
武
　
志
 

富
山
市

㈱
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
 

富
山
市

㈱
リ
ビ
ッ
ク
富
山
 

富
山
市

荒
　
木
　
昌
　
子
 

富
山
市

㈲
新
響
社
 

富
山
市

北
陸
砂
糖
㈱
 

富
山
市

小
　
林
　
雅
　
美
 

富
山
市

酒
　
井
　
　
　
孝
 

中
新
川
郡

篠
　
田
　
知
　
弘
 

富
山
市

原
　
田
　
絹
　
子
 

高
岡
市

野
　
上
　
郁
　
子
 

富
山
市

㈱
ナ
カ
ダ
メ
タ
ル
　
 

射
水
市

石
　
川
　
権
　
一
 

富
山
市

㈱
サ
プ
ラ
イ
 

富
山
市

辻
　
　
　
紀
　
子
 

富
山
市

（
し
ら
と
り
支
援
学
校
教
諭
　
水
巻
　
岳
也
）

（医）

藤
　
井
　
利
佳
子
 

富
山
市

宮
　
崎
　
円
　
花
 

富
山
市

末
　
岡
　
秀
　
明
 

富
山
市

室
　
谷
　
美
紀
子
 

射
水
市

宮
　
崎
　
早
　
苗
 

射
水
市

村
　
石
　
　
　
篤
 

富
山
市

鍋
　
島
　
朋
　
子
 

下
新
川
郡

廣
　
洞
　
珠
　
美
 岐

阜
県
飛
騨
市

松
　
岡
　
道
　
子
 

富
山
市

㈱
シ
ー・エ
ー・ピ
ー
 

富
山
市

小
　
堀
　
　
　
徹
 

富
山
市

谷
　
川
　
孝
　
雄
 

富
山
市

㈲
ク
レ
ハペ
イ
ン
ト
 

富
山
市

（学)
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今回の職員

「利用者さんが笑顔で過ごせるために専門性を高めていき
たい」と語る般若主任（左）と、スヌーズレンルームの整備に
取り組んでいる萩原支援員（右）

マッサージにより身体の緊張をほぐします

バブルタワーやプロジェクターによって、幻想的な空間
になっています

Ｑ
　
う
さ
か
寮
生
活
介
護
事
業
所
は
た
く
さ

ん
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
て
、
活
動
内
容
も
豊

富
で
す
ね
？

|
| 

そ
う
で
す
ね
。生
活
介
護
で
は
、
重
複
障

害
の
方
や
強
度
行
動
障
害
の
方
な
ど
が
利
用

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
合
っ
た

様
々
な
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。一
人
ひ
と

り
に
個
別
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、「
リ

サ
イ
ク
ル
班
」「
委
託
作
業
班
」「
生
活
介
護
班
」

に
分
か
れ
、
作
業
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢

や
体
力
、
生
活
の
自
立
度
に
応
じ
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
生
活
介
護
で
特
に
大
切
な
支
援
と
は
何

で
す
か
？

|
| 

生
活
介
護
を
利
用
さ
れ
て
い
る
利
用
者

さ
ん
は
、
言
葉
に
よ
る
感
情
表
現
が
難
し
い
方

や
、
自
分
の
感
情
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
も
い
ま
す
。大
切
な
の
は
、

支
援
者
側
が
利
用
者
さ
ん
の
感
情
を
読
み
取

っ
て
あ
げ
る
こ
と
と
、
落
ち
着
い
て
過
ご
す
こ

と
が
出
来
る
環
境
や
活
動
を
用
意
し
、
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

か
？

|
| 

例
え
ば
、
山
歩
き
で
は
、
身
体
機
能
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
森
林
浴
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
や
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
よ
る
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
の
活
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
の
整
備
に
は
萩

原
支
援
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
ね
？

|
| 

は
い
。ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
と
は
、「
バ

ブ
ル
タ
ワ
ー
」
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
」、
良
い

香
り
を
出
す「
ア
ロ
マ
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
」、
肌

触
り
の
違
い
が
楽
し
め
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
設
置
し
、
光
や
香
り
、
触
感
と
い
っ
た
様
々

な
感
覚
刺
激
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
空
間

で
す
。利
用
者
さ
ん
が
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る

空
間
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
工
夫
を
重
ね
て

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
を
使
っ
て
み
た

利
用
者
さ
ん
の
様
子
は
い
か
が
で
す
か
？

|
| 

日
常
と
か
け
離
れ
た
幻
想
的
な
空
間
が

用
意
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
中
活
動
の
中
で
少
し

不
安
定
に
な
っ
て
い
た
方
が
、
こ
の
部
屋
を
利

用
し
た
こ
と
で
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
り
、

利
用
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
い
た
り
と
、

効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
今
後
の
課
題
や
展
望
を
般
若
主

任
に
お
聞
き
し
ま
す
。

|
| 

色
々
な
活
動
が
出
揃
っ
て
き
た
今
、
必
要

な
の
は
そ
れ
を
活
か
し
た
、
よ
り
専
門
的
な
個

別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。利
用
者

さ
ん
が
毎
日
楽
し
く
健
康
的
に
活
動
し
、
笑
顔

で
い
ら
れ
る
空
間
作
り
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
私
た
ち
職
員
は
専
門
性
を
高
め
る

た
め
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
う
さ
か
寮
生
活
介
護
事
業
所
は
、重
複
障
害
の
方
や
、

強
度
行
動
障
害
の
方
な
ど
、日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な

介
護
が
必
要
な
利
用
者
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。今
回

は
生
活
介
護
事
業
所
の
般
若
敏
雄
主
任
と
、現
在「
ス
ヌ

ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
」の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
萩
原
紗

弥
支
援
員
に
、利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
は
、
社

会
福
祉
法
人
清
水
基
金
と
富
山
県
共
同

募
金
会
の
助
成
を
受
け
て
、
椎
茸
栽
培

ハ
ウ
ス
を
２
棟
増
設
し
ま
し
た
。

　
増
設
に
至
っ
た
背
景
に
は
、県
内
生
産

者
の
高
齢
化
や
、
企
業
の
経
営
不
振
で
、

椎
茸
生
産
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、
ふ
じ

な
み
に
あ
る
既
存
の
ハ
ウ
ス
数
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
椎
茸
や
菌
床
の

注
文
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

めひの野園の今日のニュースと明るい明日を紹介します！

あしたのめひのあしたのめひの
うさか寮　生活介護
「利用者のストレスを軽減
　させる取り組み」

第９回

（
広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江
）

（
広
報
委
員
会
　
室
澤
尚
史
）

新しいハウスでさっそく収穫作業に励んでいます

秋空の下、増設した2棟のハウスが並ぶ

利用者の経済的自立を目指す

　
椎
茸
栽
培
は
「
仕
込
み
」「
運
搬
」「
収
穫
」

「
パ
ッ
ク
詰
め
」と
作
業
工
程
が
多
く
、
そ
の

う
え
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
機
械
化
で
き
な
い

手
作
業
で
す
。こ
の
こ
と
が
県
内
の
椎
茸
生

産
者
が
減
少
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
す
が
、

自
閉
症
の
方
の
仕
事
と
し
て
は
む
し
ろ
利
点

と
い
え
ま
す
。「
自
分
の
特
性
に
合
っ
た
作
業

工
程
を
選
択
で
き
る
こ
と
」、「
天
候
に
左
右

さ
れ
ず
、
年
間
を
通
し
て
常
に
安
定
し
た
仕

事
が
あ
る
こ
と
」を
武
器
に
、ふ
じ
な
み
で
は

椎
茸
の
一
貫
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
に
14
番
ハ
ウ
ス
（
清
水
基
金
助
成
）、

７
月
に
15
番
ハ
ウ
ス
（
富
山
県
共
同
募
金
会

助
成
）が
完
成
し
、順
次
稼
働
を
開
始
し
て
い

ま
す
。ハ
ウ
ス
の
面
積
は
い
ず
れ
も
１
６
８

㎡
で
、更
な
る
椎
茸
の
収
穫
量
の
増
加
、売
上

高
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ウ
ス
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
利

用
者
の
仕
事
量
も
多
く
な
り
ま
す
。「
彼
ら
の

得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
活
か
し
た
仕

事
を
提
供
し
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
出

来
る
よ
う
支
援
し
た
い
」
と
語
る
の
は
室
賢

一
主
幹
。ハ
ウ
ス
の
増
設
に
よ
り
、利
用
者
の

工
賃
向
上
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ハ
ウ
ス
の
増
設
事
業
が
、
減
少
傾
向

に
あ
る
富
山
県
産
椎
茸
の
生
産
を
支
え
る
と

と
も
に
、
利
用
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
の
支
援
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

椎
茸
栽
培
ハ
ウ
ス
２
棟
増
設

作業センター作業センター

 ふじなみ
椎茸ましましで！

 ふじなみ
椎茸ましましで！

私
が
所
属
す
る
う
さ
か
寮
で
は
、月
に
２
度
、講
師

を
招
い
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
行
っ
て
い
る
。職
員
も
利
用

者
さ
ん
と一緒
に
ダ
ン
ス
や
ス
ト
レッ
チ
を
す
る
の
だ
が
、

私
は
元
々
の
体
の
硬
さ
か
ら
レ
ッ
ス
ン
に
追
い
つ
け
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。昔
か
ら
何
か
に
つ
け
て
負
け
ず
嫌
い

な
性
格
で
、今
年
の
４
月
か
ら
思
い
つ
き
で
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ

に
通
い
始
め
た
。

ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
は
、室
温
39
度
前
後
、湿
度
60
％
前
後

に
保
た
れ
た
室
内
で
行
う
。何
も
し
て
い
な
く
て
も
汗

が
出
て
く
る
よ
う
な
環
境
だ
が
、こ
の
室
温
は
体
を
一

番
柔
軟
に
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、多
湿
な
環
境
は
発

汗
を
促
す
。ヨ
ガ
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

私
に
と
っ
て
、体
が
硬
く
て
も
で
き
る
も
の
な
の
か
と

不
安
だ
っ
た
が
、初
日
か
ら
ヨ
ガ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
変
わ
っ
た
。

ヨ
ガ
で
欠
か
せ
な
い
の
は「
呼
吸
」で
、代
表
的
な
腹

式
呼
吸
か
ら
始
ま
り
何
種
類
も
あ
る
。普
段
自
分
の

呼
吸
に
耳
を
傾
け
る
機
会
な
ど
な
か
っ
た
が
、呼
吸
を

意
識
す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、自
然
と

自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ

た
。た
く
さ
ん
の
音
の
中
で
慌
た
だ
し
く
生
活
し
、無

意
識
に
体
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、心
に
余
裕
が
な

く
な
っ
た
り
す
る「
ス
ト
レ
ス
社
会
」と
呼
ば
れ
る
世
の

中
で
、こ
の
時
間
だ
け
は
自
分
だ
け
を
見
つ
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
が
す
る
。私
は
今
、何
よ
り
も
こ
の

時
間
が
た
ま
ら
な
く
好
き
だ
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
き
っ
か
け
で
ヨ
ガ
に
出
会
い
、仕
事

終
わ
り
や
休
日
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り
、傾
い
て
し
ま
っ

た
気
持
ち
を
も
と
の
位
置
に
戻
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

体
を
柔
ら
か
く
す
る
と
意
固
地
に
な
っ
て
い
た
が
、ヨ

ガ
は
頭
の
中
ま
で
柔
軟
に
さ
せ
て
く
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

うさか寮　生活支援員
萩原　紗弥

めひの野園職員の
雑感コーナー

（3）　第117号　平成30年10月15日 （2）



今回の職員

「利用者さんが笑顔で過ごせるために専門性を高めていき
たい」と語る般若主任（左）と、スヌーズレンルームの整備に
取り組んでいる萩原支援員（右）

マッサージにより身体の緊張をほぐします

バブルタワーやプロジェクターによって、幻想的な空間
になっています

Ｑ
　
う
さ
か
寮
生
活
介
護
事
業
所
は
た
く
さ

ん
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
て
、
活
動
内
容
も
豊

富
で
す
ね
？

|
| 

そ
う
で
す
ね
。生
活
介
護
で
は
、
重
複
障

害
の
方
や
強
度
行
動
障
害
の
方
な
ど
が
利
用

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
に
合
っ
た

様
々
な
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。一
人
ひ
と

り
に
個
別
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
、「
リ

サ
イ
ク
ル
班
」「
委
託
作
業
班
」「
生
活
介
護
班
」

に
分
か
れ
、
作
業
能
力
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢

や
体
力
、
生
活
の
自
立
度
に
応
じ
た
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
生
活
介
護
で
特
に
大
切
な
支
援
と
は
何

で
す
か
？

|
| 

生
活
介
護
を
利
用
さ
れ
て
い
る
利
用
者

さ
ん
は
、
言
葉
に
よ
る
感
情
表
現
が
難
し
い
方

や
、
自
分
の
感
情
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
も
い
ま
す
。大
切
な
の
は
、

支
援
者
側
が
利
用
者
さ
ん
の
感
情
を
読
み
取

っ
て
あ
げ
る
こ
と
と
、
落
ち
着
い
て
過
ご
す
こ

と
が
出
来
る
環
境
や
活
動
を
用
意
し
、
ス
ト
レ

ス
を
軽
減
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す

か
？

|
| 

例
え
ば
、
山
歩
き
で
は
、
身
体
機
能
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
森
林
浴
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ
ン
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ー
や
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
よ
る
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
の
活
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
の
整
備
に
は
萩

原
支
援
員
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
ね
？

|
| 

は
い
。ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
と
は
、「
バ

ブ
ル
タ
ワ
ー
」
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
」、
良
い

香
り
を
出
す「
ア
ロ
マ
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー
」、
肌

触
り
の
違
い
が
楽
し
め
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

を
設
置
し
、
光
や
香
り
、
触
感
と
い
っ
た
様
々

な
感
覚
刺
激
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
空
間

で
す
。利
用
者
さ
ん
が
落
ち
着
い
て
過
ご
せ
る

空
間
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
工
夫
を
重
ね
て

整
備
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
を
使
っ
て
み
た

利
用
者
さ
ん
の
様
子
は
い
か
が
で
す
か
？

|
| 

日
常
と
か
け
離
れ
た
幻
想
的
な
空
間
が

用
意
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
中
活
動
の
中
で
少
し

不
安
定
に
な
っ
て
い
た
方
が
、
こ
の
部
屋
を
利

用
し
た
こ
と
で
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
り
、

利
用
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
い
た
り
と
、

効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
、
今
後
の
課
題
や
展
望
を
般
若
主

任
に
お
聞
き
し
ま
す
。

|
| 

色
々
な
活
動
が
出
揃
っ
て
き
た
今
、
必
要

な
の
は
そ
れ
を
活
か
し
た
、
よ
り
専
門
的
な
個

別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
思
い
ま
す
。利
用
者

さ
ん
が
毎
日
楽
し
く
健
康
的
に
活
動
し
、
笑
顔

で
い
ら
れ
る
空
間
作
り
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
私
た
ち
職
員
は
専
門
性
を
高
め
る

た
め
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
う
さ
か
寮
生
活
介
護
事
業
所
は
、重
複
障
害
の
方
や
、

強
度
行
動
障
害
の
方
な
ど
、日
常
生
活
に
お
い
て
様
々
な

介
護
が
必
要
な
利
用
者
さ
ん
を
支
援
し
て
い
ま
す
。今
回

は
生
活
介
護
事
業
所
の
般
若
敏
雄
主
任
と
、現
在「
ス
ヌ

ー
ズ
レ
ン
ル
ー
ム
」の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
萩
原
紗

弥
支
援
員
に
、利
用
者
の
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で
は
、
社

会
福
祉
法
人
清
水
基
金
と
富
山
県
共
同

募
金
会
の
助
成
を
受
け
て
、
椎
茸
栽
培

ハ
ウ
ス
を
２
棟
増
設
し
ま
し
た
。

　
増
設
に
至
っ
た
背
景
に
は
、県
内
生
産

者
の
高
齢
化
や
、
企
業
の
経
営
不
振
で
、

椎
茸
生
産
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結
果
、
ふ
じ

な
み
に
あ
る
既
存
の
ハ
ウ
ス
数
で
は
対

応
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
椎
茸
や
菌
床
の

注
文
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

めひの野園の今日のニュースと明るい明日を紹介します！

あしたのめひのあしたのめひの
うさか寮　生活介護
「利用者のストレスを軽減
　させる取り組み」

第９回

（
広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江
）

（
広
報
委
員
会
　
室
澤
尚
史
）

新しいハウスでさっそく収穫作業に励んでいます

秋空の下、増設した2棟のハウスが並ぶ

利用者の経済的自立を目指す

　
椎
茸
栽
培
は
「
仕
込
み
」「
運
搬
」「
収
穫
」

「
パ
ッ
ク
詰
め
」と
作
業
工
程
が
多
く
、
そ
の

う
え
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
機
械
化
で
き
な
い

手
作
業
で
す
。こ
の
こ
と
が
県
内
の
椎
茸
生

産
者
が
減
少
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
す
が
、

自
閉
症
の
方
の
仕
事
と
し
て
は
む
し
ろ
利
点

と
い
え
ま
す
。「
自
分
の
特
性
に
合
っ
た
作
業

工
程
を
選
択
で
き
る
こ
と
」、「
天
候
に
左
右

さ
れ
ず
、
年
間
を
通
し
て
常
に
安
定
し
た
仕

事
が
あ
る
こ
と
」を
武
器
に
、ふ
じ
な
み
で
は

椎
茸
の
一
貫
生
産
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
５
月
に
14
番
ハ
ウ
ス
（
清
水
基
金
助
成
）、

７
月
に
15
番
ハ
ウ
ス
（
富
山
県
共
同
募
金
会

助
成
）が
完
成
し
、順
次
稼
働
を
開
始
し
て
い

ま
す
。ハ
ウ
ス
の
面
積
は
い
ず
れ
も
１
６
８

㎡
で
、更
な
る
椎
茸
の
収
穫
量
の
増
加
、売
上

高
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ハ
ウ
ス
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
利

用
者
の
仕
事
量
も
多
く
な
り
ま
す
。「
彼
ら
の

得
意
な
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
活
か
し
た
仕

事
を
提
供
し
、
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
出

来
る
よ
う
支
援
し
た
い
」
と
語
る
の
は
室
賢

一
主
幹
。ハ
ウ
ス
の
増
設
に
よ
り
、利
用
者
の

工
賃
向
上
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
ハ
ウ
ス
の
増
設
事
業
が
、
減
少
傾
向

に
あ
る
富
山
県
産
椎
茸
の
生
産
を
支
え
る
と

と
も
に
、
利
用
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
の
支
援
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

椎
茸
栽
培
ハ
ウ
ス
２
棟
増
設

作業センター作業センター

 ふじなみ
椎茸ましましで！

 ふじなみ
椎茸ましましで！

私
が
所
属
す
る
う
さ
か
寮
で
は
、月
に
２
度
、講
師

を
招
い
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
行
っ
て
い
る
。職
員
も
利
用

者
さ
ん
と一緒
に
ダ
ン
ス
や
ス
ト
レッ
チ
を
す
る
の
だ
が
、

私
は
元
々
の
体
の
硬
さ
か
ら
レ
ッ
ス
ン
に
追
い
つ
け
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。昔
か
ら
何
か
に
つ
け
て
負
け
ず
嫌
い

な
性
格
で
、今
年
の
４
月
か
ら
思
い
つ
き
で
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ

に
通
い
始
め
た
。

ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
は
、室
温
39
度
前
後
、湿
度
60
％
前
後

に
保
た
れ
た
室
内
で
行
う
。何
も
し
て
い
な
く
て
も
汗

が
出
て
く
る
よ
う
な
環
境
だ
が
、こ
の
室
温
は
体
を
一

番
柔
軟
に
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、多
湿
な
環
境
は
発

汗
を
促
す
。ヨ
ガ
を
身
近
に
感
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

私
に
と
っ
て
、体
が
硬
く
て
も
で
き
る
も
の
な
の
か
と

不
安
だ
っ
た
が
、初
日
か
ら
ヨ
ガ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
変
わ
っ
た
。

ヨ
ガ
で
欠
か
せ
な
い
の
は「
呼
吸
」で
、代
表
的
な
腹

式
呼
吸
か
ら
始
ま
り
何
種
類
も
あ
る
。普
段
自
分
の

呼
吸
に
耳
を
傾
け
る
機
会
な
ど
な
か
っ
た
が
、呼
吸
を

意
識
す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、自
然
と

自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ

た
。た
く
さ
ん
の
音
の
中
で
慌
た
だ
し
く
生
活
し
、無

意
識
に
体
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
、心
に
余
裕
が
な

く
な
っ
た
り
す
る「
ス
ト
レ
ス
社
会
」と
呼
ば
れ
る
世
の

中
で
、こ
の
時
間
だ
け
は
自
分
だ
け
を
見
つ
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
感
覚
が
す
る
。私
は
今
、何
よ
り
も
こ
の

時
間
が
た
ま
ら
な
く
好
き
だ
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
が
き
っ
か
け
で
ヨ
ガ
に
出
会
い
、仕
事

終
わ
り
や
休
日
に
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り
、傾
い
て
し
ま
っ

た
気
持
ち
を
も
と
の
位
置
に
戻
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

体
を
柔
ら
か
く
す
る
と
意
固
地
に
な
っ
て
い
た
が
、ヨ

ガ
は
頭
の
中
ま
で
柔
軟
に
さ
せ
て
く
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

うさか寮　生活支援員
萩原　紗弥

めひの野園職員の
雑感コーナー

（3）　第117号　平成30年10月15日 （2）
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二口町

今 泉

消防庁前

掛尾西 掛尾町

カメラの
キタムラ

ドン・キホーテ

今泉南

米三

セブン・
イレブン 明文堂

立山
グランド
ボウル

とりでん

北陸銀行

富山第一銀行

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道

富山駅前西

桜町2丁目

富山駅前東

め
ひ
の
野
園
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
店
を
紹
介
し
ま
す
！

海幸山幸　越中茶屋
〒930-0001  富山市明輪町1-220
 ℡076-441-9008
 定休日なし

イタリアン食堂
Radice
〒939-8204  富山市根塚町3-9-6
 ℡076-461-6877　月曜定休

　富山駅でお食事を楽しみたいときはこち
ら！「氷見うどん」や、八尾町の「生そば」
など四季折々の旬の食材を使った料理が味わ
える「海幸山幸　越中茶屋」です。
　品質の高い国産の食材にもこだわり、お米
は富山県産の「天たかく」を使用。椎茸、卵
はめひの野園産を使っています。お酒も富山
県のとっておきの地酒を揃えています。
　店舗は駅構内「とやマルシェ」にあるので
利用しやすく、店内は地元の方や外国の方で
賑わっています。
　昭和のお蕎麦屋さんを思わせる落ち着いた
雰囲気の店内で、電車の待ち時間や仕事の帰
りにちょっと一杯いかがですか？

　店名の「Radice(ラディーチェ)」には、イ
タリア語で「根付く」「普及する」「腰を据
える」という意味があり、富山にしっかりと
根を張り、地場のものを活用し、訪れる人が
ゆったりとくつろげる場になってほしいと名
付けました。
　地産地消の思いからめひの野園さんとのご
縁があり、めひの野園の卵は、ランチの前菜
に欠かせないオムレツや、自家製の手打ちパ
スタ、デザートやメイン料理のソースなどに
幅広く活用しています。
　ぜひ「Radice」の料理でくつろぎの時間を
お過ごしください。

営業時間

店舗は富山駅構内「とやマルシェ」の中にあり、仕事帰
りにも立ち寄りやすい

めひの野園産の卵のほか、県内
産の食材にこだわった親子丼

昭和を感じさせる、どこか懐かしい雰囲気の店内

海幸山幸
越中茶屋

イタリアン食堂
Radice

めひの野園の卵を使った自慢の料理。「トロットロなカタラーナ」（右上）、「パプ
リカの入ったイタリア風オムレツ」（右下）、「5 種類のキノコが入ったカルボナー
ラ」（左上）、「舌平目のムニエル・フィレンツェ風」（左下）

ランチ　　11:30～14:30(ラストオーダー14:00）
ディナー　17:30～22:00(ラストオーダー21:30）

営業時間
10:00～21:00 （ラストオーダー20:40）

ラディーチェ

ラディーチェ

（5）　第117号　平成30年10月15日 （4）



41

二口町

今 泉

消防庁前

掛尾西 掛尾町

カメラの
キタムラ

ドン・キホーテ

今泉南

米三

セブン・
イレブン 明文堂

立山
グランド
ボウル

とりでん

北陸銀行

富山第一銀行

北陸新幹線

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道

富山駅前西

桜町2丁目

富山駅前東

め
ひ
の
野
園
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
店
を
紹
介
し
ま
す
！

海幸山幸　越中茶屋
〒930-0001  富山市明輪町1-220
 ℡076-441-9008
 定休日なし

イタリアン食堂
Radice
〒939-8204  富山市根塚町3-9-6
 ℡076-461-6877　月曜定休

　富山駅でお食事を楽しみたいときはこち
ら！「氷見うどん」や、八尾町の「生そば」
など四季折々の旬の食材を使った料理が味わ
える「海幸山幸　越中茶屋」です。
　品質の高い国産の食材にもこだわり、お米
は富山県産の「天たかく」を使用。椎茸、卵
はめひの野園産を使っています。お酒も富山
県のとっておきの地酒を揃えています。
　店舗は駅構内「とやマルシェ」にあるので
利用しやすく、店内は地元の方や外国の方で
賑わっています。
　昭和のお蕎麦屋さんを思わせる落ち着いた
雰囲気の店内で、電車の待ち時間や仕事の帰
りにちょっと一杯いかがですか？

　店名の「Radice(ラディーチェ)」には、イ
タリア語で「根付く」「普及する」「腰を据
える」という意味があり、富山にしっかりと
根を張り、地場のものを活用し、訪れる人が
ゆったりとくつろげる場になってほしいと名
付けました。
　地産地消の思いからめひの野園さんとのご
縁があり、めひの野園の卵は、ランチの前菜
に欠かせないオムレツや、自家製の手打ちパ
スタ、デザートやメイン料理のソースなどに
幅広く活用しています。
　ぜひ「Radice」の料理でくつろぎの時間を
お過ごしください。

営業時間

店舗は富山駅構内「とやマルシェ」の中にあり、仕事帰
りにも立ち寄りやすい

めひの野園産の卵のほか、県内
産の食材にこだわった親子丼

昭和を感じさせる、どこか懐かしい雰囲気の店内

海幸山幸
越中茶屋

イタリアン食堂
Radice

めひの野園の卵を使った自慢の料理。「トロットロなカタラーナ」（右上）、「パプ
リカの入ったイタリア風オムレツ」（右下）、「5 種類のキノコが入ったカルボナー
ラ」（左上）、「舌平目のムニエル・フィレンツェ風」（左下）

ランチ　　11:30～14:30(ラストオーダー14:00）
ディナー　17:30～22:00(ラストオーダー21:30）

営業時間
10:00～21:00 （ラストオーダー20:40）

ラディーチェ

ラディーチェ

（5）　第117号　平成30年10月15日 （4）



　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、５
月
11

日
㈮
に
開
幕
し
た
北
日
本
新
聞
朝
間

野
球
第
63
回
富
山
市
大
会
に
出
場

し
た
。

▽
一
回
戦（
市
民
球
場
サ
ブ
）

　
め
ひ
の
野
園

　
　
３
６
４
　
13

　
　
０
０
０
　
０

　
浜
黒
崎
ペ
ー
ペ
ー
ズ

　
　（
三
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）　

　（
め
）河
合
、中
塩
―
保
木

　（
浜
）飯
山
、松
本
―
山
口
俊

▽
三
塁
打
　
中
塩（
め
）

　
め
ひ
の
野
園
は
初
回
、中
塩
、室

の
適
時
打
に
室
澤
の
犠
飛
で
３
点
を

挙
げ
先
制
し
た
。二
、三
回
に
は
四

死
球
に
敵
失
な
ど
を
絡
め
大
量
10
点

を
奪
い
圧
勝
し
た
。

▽
二
回
戦（
市
民
球
場
サ
ブ
）

　
め
ひ
の
野
園
　

　
　
０
５
０
２
０
　
７

　
　
０
０
０
２
０
　
２

　
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

　
　（
五
回
時
間
切
れ
）

　（
め
）河
合
―
保
木

　（
エ
）笹
倉
―
中
村

▽
二
塁
打
　
谷
内（
エ
）

　
め
ひ
の
野
園
は
二
回
、敵
失
に
岩

城
、久
郷
の
適
時
打
な
ど
打
者
一
巡

の
猛
攻
で
一
挙
５
点
を
奪
っ
た
。四

回
に
は
保
木
の
適
時
打
に
室
の
ス
ク

イ
ズ
で
加
点
し
、相
手
の
反
撃
を
退

け
た
。

▽
三
回
戦（
市
民
球
場
サ
ブ
）

　
め
ひ
の
野
園

　
　
０
０
０
０
０
０
　
０

　
　
２
０
１
０
０
Ｘ
　
３

　
富
山
ト
ヨ
タ

　
　（
六
回
時
間
切
れ
）

　（
め
）河
合
、中
塩
―
保
木

　（
富
）五
十
嵐
―
上
田

　
富
山
ト
ヨ
タ
は
一
回
、押
し
出
し

の
死
球
に
内
野
ゴ
ロ
で
２
点
を
先
制

し
た
。三
回
に
は
敵
失
で
加
点
し
た
。

　
め
ひ
の
野
園
は
相
手
投
手
を
打

ち
あ
ぐ
ね
、安
打
や
四
球
の
走
者
を

か
え
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

▽
一
回
戦（
県
営
球
場
サ
ブ
）

　
富
山
ダ
イ
ハ
ツ
Ｂ
Ｃ

　
　
０
０
０
０
０
０
０
　
０

　
　
０
０
０
４
０
１
×
　
５

　
め
ひ
の
野
園

　（
ダ
）平
井
、寺
島
―
竹
田

　（
め
）中
塩
―
保
木

▽
二
塁
打
　
保
木
、久
郷（
め
）

　
め
ひ
の
野
園
は
四
回
、岩
城
、河

合
の
適
時
打
な
ど
で
先
制
。六
回
に

敵
失
で
加
点
し
た
。先
発
の
中
塩
は

安
打
を
許
す
も
粘
り
強
い
投
球
で
完

封
し
た
。

▽
二
回
戦（
県
営
球
場
サ
ブ
）

　
な
の
は
な
倶
楽
部

　
　
３
１
０
０
２
　
６

　
　
０
０
０
０
０
　
０

　
め
ひ
の
野
園

　（
め
）河
合
、中
塩
―
保
木

　（
な
）冬
木
―
阿
部

▽
三
塁
打
　
中
塩（
め
）

▽
二
塁
打
　
金
森
、山
根（
な
）

　
め
ひ
の
野
園
の
先
発
河
合
は
立

ち
上
が
り
を
叩
か
れ
、連
続
適
時
打

で
３
点
を
許
す
。め
ひ
の
野
園
は
安

打
や
敵
失
で
出
塁
す
る
も
、な
の
は

な
の
先
発
冬
木
を
攻
略
し
き
れ
ず

完
封
を
許
し
た
。

め
ひ
の
野
園
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る「
合

理
的
配
慮
」に
よ
る
支
援
。「
こ
ん
な
支
援
が

あ
っ
た
の
か
！
」と
思
わ
ず
○
を
つ
け
た
く
な

る
よ
う
な
心
温
ま
る
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

「
出
来
か
か
っ
て
い
る
こ
と
」に

目
を
向
け
る

支援のPoint
ここが○

第９回「出来ること」を活かし、伸ばす支援
～「あなたにしか出来ない」と言われるまで～

まるまる！！

こんな支援がこんな支援が

あったあった

「
こ
の
人
に
し
か
出
来
な
い
」

仕
事
が
や
り
が
い
に
繋
が
る

支援のPoint
ここが○

「
こ
れ
な
ら
出
来
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」の
視
点

支援のPoint
ここが○

（
広
報
委
員
会
　
室
澤
　
尚
史
）

みしまの工房で取り組んでいるミシン掛け作業の様子

書類を保管する「図面袋」が完成！

細かく正確な作業には驚くばかり

　
普
段
は「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」で
、椎

茸
を
詰
め
る
箱
作
り
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
I
さ
ん
。あ
る
時
、園
長
か
ら
、「
I
さ
ん
は
昔
、

縫
製
会
社
で
ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

そ
の
能
力
を
活
か
し
て
手
芸
班
の
仕
事
を
や
っ

て
み
て
は
ど
う
か
」と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
の
出
来
る
こ
と
、

得
意
な
こ
と
、好
き
な
こ
と
を
活
か
し
仕
事
に

繋
げ
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。今
回
は
、園
長
も
注
目
の「
I
さ
ん
の
ミ

シ
ン
掛
け
作
業
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
設
立
当
初
か
ら
「
障
害
の

あ
る
人
で
も
地
域
で
普
通
に
暮
ら
す
こ
と
」
を

目
指
し
、
地
域
の
一
般
企
業
へ
の
就
労
に
も
長

年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
か
ら
20
年
以
上

も
前
に
、
I
さ
ん
も
梨
の
選
果
場
を
始
め
、
一

般
企
業
へ
の
就
労
定
着
を
試
み
ま
し
た
が
、
ど

こ
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
「
障
害

者
雇
用
」
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で

は
な
か
っ
た
時
代
な
の
で
、
一
般
就
労
が
難
し

か
っ
た
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
I
さ
ん
は
他
の
利
用
者
さ

ん
達
と
一
緒
に
、
あ
る
縫
製
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
。
I
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
当
時
の
話
を
聞

く
と
、
周
囲
の
社
員
か
ら
の
目
は
や
は
り
冷
や

や
か
で「
ど
う
し
て
障
害
者
な
ん
か
雇
う
の
か
」

と
い
う
声
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
一
人
だ
け
I
さ
ん
の
能
力
に
目
を

向
け
て
く
れ
る
Ａ
さ
ん
と
い
う
社
員
が
い
ま
し

た
。
最
初
は
「
カ
ウ
ン
タ
ー
」
と
い
う
機
械
で

布
の
枚
数
を
数
え
る
だ
け
が
I
さ
ん
の
仕
事
で

し
た
が
、
「
こ
れ
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
視
点
で
Ａ
さ
ん
が
教
え
て
く
だ
さ
り
、

裁
断
や
糸
切
り
、
そ
し
て
ミ
シ
ン
掛
け
も
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
I
さ
ん
本
人
が
言
う

に
は
、
「
自
分
の
こ
と
を
す
ご
く
褒
め
て
く
れ

て
、
そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
、
Ａ

さ
ん
が
辞
め
ら
れ
る
ま
で
の
10
年
以
上
の
間
、

一
緒
に
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
I
さ
ん
は
毎
週
月
曜
日
の
午
後
に

「
み
し
ま
の
工
房
」
で
ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
作
っ
て
い
る
の
は
「
図

面
袋
」
と
い
う
書
類
を
保
管
す
る
た
め
の
袋

で
、
同
じ
規
格
の
物
が
50
枚
、
1
0
0
枚
と
注

文
が
入
り
ま
す
。
規
格
が
決
ま
っ
て
い
る
た

め
、
作
業
に
は
細
か
さ
と
正
確
さ
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
輝
く
の
が
I
さ
ん
が
身
に
付
け
た
縫

製
技
術
で
す
。ず
っ
と
ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を

続
け
て
い
た
だ
け
あ
っ
て
、同
じ
も
の
を
大
量

に
縫
う
の
は
お
手
の
も
の
。「
I
さ
ん
に
し
か
出

来
な
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
本
人
に
と
っ
て

す
ご
く
嬉
し
い
こ
と
で
、や
り
が
い
に
繋
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を
始

め
て
か
ら
自
信
が
つ
い
た
の
か
、「
家
で
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
お
母
さ
ん
も

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
園
長
が
常
々
言
わ
れ
る
の
は
、「
自
閉
症
の
人

を『
自
閉
症
だ
か
ら
』と
見
切
っ
て
し
ま
っ
て
は

い
け
な
い
。出
来
る
こ
と
を
見
つ
け
て
あ
げ
て

合
理
的
配
慮
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
め
ひ

の
野
園
の
原
点
で
す
よ
」と
。

　
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
、「
こ
れ
な
ら
出

来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
視
点
で
接
し
て
、

彼
ら
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
力
を
引
き
出
す
こ

と
で
、「
出
来
る
こ
と
」が「
本
人
だ
け
の
仕
事
」

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た

２
０
１
８
年
夏
。異
常
な
暑
さ

の
中
、め
ひ
の
野
園
野
球
部
の

「
熱
い
」戦
い
が
続
い
た
。そ
ん

な
野
球
部
の
今
シ
ー
ズ
ン
の

軌
跡
を
追
っ
た
。

めひのスポーツめひのスポーツ
め
ひ
の

め
ひ
の
野球部野球部

遠
い
１
点･･･

全
国
社
会
福
祉
軟
式
野
球
大
会

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

　
呉
羽
地
区
の
野
球
愛
好
家
が
集
い
、８

チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
争
わ
れ
る
、第

26
回
富
山
新
聞
社
杯
争
奪
呉
羽
野
球
リ
ー

グ
戦
大
会
で
は
熱
戦
が
続
い
て
い
る
。

　
め
ひ
の
野
園
は
現
在
６
試
合
全
勝
で
、

優
勝
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
。チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
る
の
は
中
塩
映
選
手（
作
業

セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
）。投
打
に
わ
た
る
活

躍
で
、打
者
と
し
て
は
ヒ
ッ
プ
ヒ
ッ
タ
ー
ズ

戦
で
初
回
か
ら
目
の
覚
め
る
よ
う
な
本
塁

打
を
放
ち
、投
手
と
し
て
は
焼
肉
慶
戦
で

強
敵
相
手
に
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達

成
。ま
さ
に「
め
ひ
の
の
二
刀
流
」と
呼
ぶ

に
相
応
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ投打にわたる活躍の中塩選手

熱熱
闘闘
いい！！

熱
闘
　
強
敵
揃
い
の
大
会
で
善
戦

熱
闘
　
強
敵
揃
い
の
大
会
で
善
戦

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

富
山
新
聞
朝
間
野
球

富
山
新
聞
朝
間
野
球

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、７
月
21
日

㈯
、石
川
県
野
々
市
市
で
開
催
さ
れ
た

第
36
回
全
国
社
会
福
祉
軟
式
野
球
大
会

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
に
出
場
し
た
。

▽
1
回
戦

め
ひ
の
野
園

　
　
０
０
０
０
０
０
　
０

　
　
０
０
０
１
０
０
　
１

セ
ー
ナ
ー
苑

（
め
）中
塩
―
保
木

（
セ
）水
井
―
神
谷

▽
二
塁
打
　
久
郷
、中
塩（
め
）

　
初
回
に
久
郷
、５
回
に
は
中
塩
の
二

塁
打
で
好
機
を
得
る
も
、あ
と
一
本
が

出
な
い
め
ひ
の
野
園
。一
方
、死
球
で
出

塁
し
た
ラ
ン
ナ
ー
を
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
で

も
の
に
し
た
セ
ー
ナ
ー
苑
。「
こ
れ
が
野

球
の
難
し
さ
な
の
か
」と
感
じ
さ
せ
る

一
戦
と
な
っ
た
。

※

（
北
）…

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球
　
　（
呉
）…

呉
羽
リ
ー
グ
　
　（
富
）…

富
山
新
聞
朝
間
野
球

！！

め
ひ
の
野
園
野
球
部
２
０
１
８
年
度
シ
ー
ズ
ン
成
績
表
（
９
月
30
日
現
在
）

いい

日
時

対
戦
チ
ー
ム
名

結
果

ｉ
ｆ
Ｄ（
練
習
試
合
） 

○
２
ー
４

浜
黒
崎
ペ
ー
ペ
ー
ズ（
北
） 

●
１３
ー
０

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス（
北
）　 

●
７
ー
２

バ
ブ
リ
ン
ズ（
呉
） 

●
２
ー
０

富
山
ト
ヨ
タ（
北
） 

○
０
ー
３

富
山
ダ
イ
ハ
ツ
Ｂ
Ｃ（
富
） 

●
５―

０

4
22

5
１３

５
２３

５
２７

５
３１

６
２５

日
時

対
戦
チ
ー
ム
名

結
果

な
の
は
な
倶
楽
部（
富
） 

○
０
ー
６

ヒ
ッ
プ
ヒ
ッ
タ
ー
ズ（
呉
） 

●
１１
ー
４

セ
ー
ナ
ー
苑 

○
０
ー
１

ス
ナ
イ
パ
ー
ズ（
呉
） 

●
１４
ー
０

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト（
呉
） 

●
６
ー
０

焼
肉
慶（
呉
） 

●
４―

０

７
１

７
１５

７
２１

７
２９

8
１９

8
２６
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め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、５
月
11

日
㈮
に
開
幕
し
た
北
日
本
新
聞
朝
間

野
球
第
63
回
富
山
市
大
会
に
出
場

し
た
。

▽
一
回
戦（
市
民
球
場
サ
ブ
）

　
め
ひ
の
野
園

　
　
３
６
４
　
13

　
　
０
０
０
　
０

　
浜
黒
崎
ペ
ー
ペ
ー
ズ

　
　（
三
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）　

　（
め
）河
合
、中
塩
―
保
木

　（
浜
）飯
山
、松
本
―
山
口
俊

▽
三
塁
打
　
中
塩（
め
）

　
め
ひ
の
野
園
は
初
回
、中
塩
、室

の
適
時
打
に
室
澤
の
犠
飛
で
３
点
を

挙
げ
先
制
し
た
。二
、三
回
に
は
四

死
球
に
敵
失
な
ど
を
絡
め
大
量
10
点

を
奪
い
圧
勝
し
た
。

▽
二
回
戦（
市
民
球
場
サ
ブ
）

　
め
ひ
の
野
園
　

　
　
０
５
０
２
０
　
７

　
　
０
０
０
２
０
　
２

　
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

　
　（
五
回
時
間
切
れ
）

　（
め
）河
合
―
保
木

　（
エ
）笹
倉
―
中
村

▽
二
塁
打
　
谷
内（
エ
）

　
め
ひ
の
野
園
は
二
回
、敵
失
に
岩

城
、久
郷
の
適
時
打
な
ど
打
者
一
巡

の
猛
攻
で
一
挙
５
点
を
奪
っ
た
。四

回
に
は
保
木
の
適
時
打
に
室
の
ス
ク

イ
ズ
で
加
点
し
、相
手
の
反
撃
を
退

け
た
。

▽
三
回
戦（
市
民
球
場
サ
ブ
）

　
め
ひ
の
野
園

　
　
０
０
０
０
０
０
　
０

　
　
２
０
１
０
０
Ｘ
　
３

　
富
山
ト
ヨ
タ

　
　（
六
回
時
間
切
れ
）

　（
め
）河
合
、中
塩
―
保
木

　（
富
）五
十
嵐
―
上
田

　
富
山
ト
ヨ
タ
は
一
回
、押
し
出
し

の
死
球
に
内
野
ゴ
ロ
で
２
点
を
先
制

し
た
。三
回
に
は
敵
失
で
加
点
し
た
。

　
め
ひ
の
野
園
は
相
手
投
手
を
打

ち
あ
ぐ
ね
、安
打
や
四
球
の
走
者
を

か
え
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

▽
一
回
戦（
県
営
球
場
サ
ブ
）

　
富
山
ダ
イ
ハ
ツ
Ｂ
Ｃ

　
　
０
０
０
０
０
０
０
　
０

　
　
０
０
０
４
０
１
×
　
５

　
め
ひ
の
野
園

　（
ダ
）平
井
、寺
島
―
竹
田

　（
め
）中
塩
―
保
木

▽
二
塁
打
　
保
木
、久
郷（
め
）

　
め
ひ
の
野
園
は
四
回
、岩
城
、河

合
の
適
時
打
な
ど
で
先
制
。六
回
に

敵
失
で
加
点
し
た
。先
発
の
中
塩
は

安
打
を
許
す
も
粘
り
強
い
投
球
で
完

封
し
た
。

▽
二
回
戦（
県
営
球
場
サ
ブ
）

　
な
の
は
な
倶
楽
部

　
　
３
１
０
０
２
　
６

　
　
０
０
０
０
０
　
０

　
め
ひ
の
野
園

　（
め
）河
合
、中
塩
―
保
木

　（
な
）冬
木
―
阿
部

▽
三
塁
打
　
中
塩（
め
）

▽
二
塁
打
　
金
森
、山
根（
な
）

　
め
ひ
の
野
園
の
先
発
河
合
は
立

ち
上
が
り
を
叩
か
れ
、連
続
適
時
打

で
３
点
を
許
す
。め
ひ
の
野
園
は
安

打
や
敵
失
で
出
塁
す
る
も
、な
の
は

な
の
先
発
冬
木
を
攻
略
し
き
れ
ず

完
封
を
許
し
た
。

め
ひ
の
野
園
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る「
合

理
的
配
慮
」に
よ
る
支
援
。「
こ
ん
な
支
援
が

あ
っ
た
の
か
！
」と
思
わ
ず
○
を
つ
け
た
く
な

る
よ
う
な
心
温
ま
る
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

「
出
来
か
か
っ
て
い
る
こ
と
」に

目
を
向
け
る

支援のPoint
ここが○

第９回「出来ること」を活かし、伸ばす支援
～「あなたにしか出来ない」と言われるまで～

まるまる！！

こんな支援がこんな支援が

あったあった

「
こ
の
人
に
し
か
出
来
な
い
」

仕
事
が
や
り
が
い
に
繋
が
る

支援のPoint
ここが○

「
こ
れ
な
ら
出
来
る
ん
じ
ゃ
な

い
？
」の
視
点

支援のPoint
ここが○

（
広
報
委
員
会
　
室
澤
　
尚
史
）

みしまの工房で取り組んでいるミシン掛け作業の様子

書類を保管する「図面袋」が完成！

細かく正確な作業には驚くばかり

　
普
段
は「
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
」で
、椎

茸
を
詰
め
る
箱
作
り
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
I
さ
ん
。あ
る
時
、園
長
か
ら
、「
I
さ
ん
は
昔
、

縫
製
会
社
で
ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を
し
て
い
た
。

そ
の
能
力
を
活
か
し
て
手
芸
班
の
仕
事
を
や
っ

て
み
て
は
ど
う
か
」と
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
の
出
来
る
こ
と
、

得
意
な
こ
と
、好
き
な
こ
と
を
活
か
し
仕
事
に

繋
げ
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。今
回
は
、園
長
も
注
目
の「
I
さ
ん
の
ミ

シ
ン
掛
け
作
業
」を
紹
介
し
ま
す
。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
設
立
当
初
か
ら
「
障
害
の

あ
る
人
で
も
地
域
で
普
通
に
暮
ら
す
こ
と
」
を

目
指
し
、
地
域
の
一
般
企
業
へ
の
就
労
に
も
長

年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
か
ら
20
年
以
上

も
前
に
、
I
さ
ん
も
梨
の
選
果
場
を
始
め
、
一

般
企
業
へ
の
就
労
定
着
を
試
み
ま
し
た
が
、
ど

こ
も
長
続
き
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
「
障
害

者
雇
用
」
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
で

は
な
か
っ
た
時
代
な
の
で
、
一
般
就
労
が
難
し

か
っ
た
の
も
無
理
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
中
、
I
さ
ん
は
他
の
利
用
者
さ

ん
達
と
一
緒
に
、
あ
る
縫
製
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
。
I
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
当
時
の
話
を
聞

く
と
、
周
囲
の
社
員
か
ら
の
目
は
や
は
り
冷
や

や
か
で「
ど
う
し
て
障
害
者
な
ん
か
雇
う
の
か
」

と
い
う
声
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
一
人
だ
け
I
さ
ん
の
能
力
に
目
を

向
け
て
く
れ
る
Ａ
さ
ん
と
い
う
社
員
が
い
ま
し

た
。
最
初
は
「
カ
ウ
ン
タ
ー
」
と
い
う
機
械
で

布
の
枚
数
を
数
え
る
だ
け
が
I
さ
ん
の
仕
事
で

し
た
が
、
「
こ
れ
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
う
視
点
で
Ａ
さ
ん
が
教
え
て
く
だ
さ
り
、

裁
断
や
糸
切
り
、
そ
し
て
ミ
シ
ン
掛
け
も
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
I
さ
ん
本
人
が
言
う

に
は
、
「
自
分
の
こ
と
を
す
ご
く
褒
め
て
く
れ

て
、
そ
れ
が
嬉
し
か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
、
Ａ

さ
ん
が
辞
め
ら
れ
る
ま
で
の
10
年
以
上
の
間
、

一
緒
に
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
I
さ
ん
は
毎
週
月
曜
日
の
午
後
に

「
み
し
ま
の
工
房
」
で
ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
作
っ
て
い
る
の
は
「
図

面
袋
」
と
い
う
書
類
を
保
管
す
る
た
め
の
袋

で
、
同
じ
規
格
の
物
が
50
枚
、
1
0
0
枚
と
注

文
が
入
り
ま
す
。
規
格
が
決
ま
っ
て
い
る
た

め
、
作
業
に
は
細
か
さ
と
正
確
さ
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
輝
く
の
が
I
さ
ん
が
身
に
付
け
た
縫

製
技
術
で
す
。ず
っ
と
ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を

続
け
て
い
た
だ
け
あ
っ
て
、同
じ
も
の
を
大
量

に
縫
う
の
は
お
手
の
も
の
。「
I
さ
ん
に
し
か
出

来
な
い
」と
言
わ
れ
る
こ
と
が
本
人
に
と
っ
て

す
ご
く
嬉
し
い
こ
と
で
、や
り
が
い
に
繋
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。ミ
シ
ン
掛
け
の
仕
事
を
始

め
て
か
ら
自
信
が
つ
い
た
の
か
、「
家
で
ご
飯
を

作
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」と
お
母
さ
ん
も

喜
ん
で
い
ま
す
。

　
園
長
が
常
々
言
わ
れ
る
の
は
、「
自
閉
症
の
人

を『
自
閉
症
だ
か
ら
』と
見
切
っ
て
し
ま
っ
て
は

い
け
な
い
。出
来
る
こ
と
を
見
つ
け
て
あ
げ
て

合
理
的
配
慮
に
よ
る
支
援
を
行
う
こ
と
が
め
ひ

の
野
園
の
原
点
で
す
よ
」と
。

　
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
、「
こ
れ
な
ら
出

来
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
視
点
で
接
し
て
、

彼
ら
が
持
っ
て
い
る
本
来
の
力
を
引
き
出
す
こ

と
で
、「
出
来
る
こ
と
」が「
本
人
だ
け
の
仕
事
」

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　
記
録
的
な
猛
暑
と
な
っ
た

２
０
１
８
年
夏
。異
常
な
暑
さ

の
中
、め
ひ
の
野
園
野
球
部
の

「
熱
い
」戦
い
が
続
い
た
。そ
ん

な
野
球
部
の
今
シ
ー
ズ
ン
の

軌
跡
を
追
っ
た
。

めひのスポーツめひのスポーツ
め
ひ
の

め
ひ
の
野球部野球部

遠
い
１
点･･･

全
国
社
会
福
祉
軟
式
野
球
大
会

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

　
呉
羽
地
区
の
野
球
愛
好
家
が
集
い
、８

チ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
争
わ
れ
る
、第

26
回
富
山
新
聞
社
杯
争
奪
呉
羽
野
球
リ
ー

グ
戦
大
会
で
は
熱
戦
が
続
い
て
い
る
。

　
め
ひ
の
野
園
は
現
在
６
試
合
全
勝
で
、

優
勝
も
視
野
に
入
っ
て
き
た
。チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
る
の
は
中
塩
映
選
手（
作
業

セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
）。投
打
に
わ
た
る
活

躍
で
、打
者
と
し
て
は
ヒ
ッ
プ
ヒ
ッ
タ
ー
ズ

戦
で
初
回
か
ら
目
の
覚
め
る
よ
う
な
本
塁

打
を
放
ち
、投
手
と
し
て
は
焼
肉
慶
戦
で

強
敵
相
手
に
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達

成
。ま
さ
に「
め
ひ
の
の
二
刀
流
」と
呼
ぶ

に
相
応
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ

熱
戦
続
く
呉
羽
リ
ー
グ投打にわたる活躍の中塩選手

熱熱
闘闘
いい！！

熱
闘
　
強
敵
揃
い
の
大
会
で
善
戦

熱
闘
　
強
敵
揃
い
の
大
会
で
善
戦

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球

富
山
新
聞
朝
間
野
球

富
山
新
聞
朝
間
野
球

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、７
月
21
日

㈯
、石
川
県
野
々
市
市
で
開
催
さ
れ
た

第
36
回
全
国
社
会
福
祉
軟
式
野
球
大
会

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会
に
出
場
し
た
。

▽
1
回
戦

め
ひ
の
野
園

　
　
０
０
０
０
０
０
　
０

　
　
０
０
０
１
０
０
　
１

セ
ー
ナ
ー
苑

（
め
）中
塩
―
保
木

（
セ
）水
井
―
神
谷

▽
二
塁
打
　
久
郷
、中
塩（
め
）

　
初
回
に
久
郷
、５
回
に
は
中
塩
の
二

塁
打
で
好
機
を
得
る
も
、あ
と
一
本
が

出
な
い
め
ひ
の
野
園
。一
方
、死
球
で
出

塁
し
た
ラ
ン
ナ
ー
を
ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
で

も
の
に
し
た
セ
ー
ナ
ー
苑
。「
こ
れ
が
野

球
の
難
し
さ
な
の
か
」と
感
じ
さ
せ
る

一
戦
と
な
っ
た
。

※

（
北
）…

北
日
本
新
聞
朝
間
野
球
　
　（
呉
）…

呉
羽
リ
ー
グ
　
　（
富
）…

富
山
新
聞
朝
間
野
球

！！

め
ひ
の
野
園
野
球
部
２
０
１
８
年
度
シ
ー
ズ
ン
成
績
表
（
９
月
30
日
現
在
）

いい

日
時

対
戦
チ
ー
ム
名

結
果

ｉ
ｆ
Ｄ（
練
習
試
合
） 

○
２
ー
４

浜
黒
崎
ペ
ー
ペ
ー
ズ（
北
） 

●
１３
ー
０

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス（
北
）　 

●
７
ー
２

バ
ブ
リ
ン
ズ（
呉
） 

●
２
ー
０

富
山
ト
ヨ
タ（
北
） 

○
０
ー
３

富
山
ダ
イ
ハ
ツ
Ｂ
Ｃ（
富
） 

●
５―

０

4
22

5
１３

５
２３

５
２７

５
３１

６
２５

日
時

対
戦
チ
ー
ム
名

結
果

な
の
は
な
倶
楽
部（
富
） 

○
０
ー
６

ヒ
ッ
プ
ヒ
ッ
タ
ー
ズ（
呉
） 

●
１１
ー
４

セ
ー
ナ
ー
苑 

○
０
ー
１

ス
ナ
イ
パ
ー
ズ（
呉
） 

●
１４
ー
０

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト（
呉
） 

●
６
ー
０

焼
肉
慶（
呉
） 

●
４―

０

７
１

７
１５

７
２１

７
２９

8
１９

8
２６
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富
山
県
富
山
西
警
察
署 

池
多
駐
在
所
 

山
本
　
宏
樹

カ
ナ
カ
ン
㈱
 

荒
井
　
雅
也

ア
ル
ビ
ス
㈱
 

土
倉
　
沙
織

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部

附
属
特
別
支
援
学
校

 

青
山
　
真
紀 

・ 

網
谷
　
優
子

富
山
県
立
高
岡
支
援
学
校

 

宮
澤
　
悟
史

北
陸
銀
行

 

笠
原
　
崇
志 

・ 

稲
荷
　
幹
夫

 

八
田
　
勝
裕 

・ 

山
室
　
諭
紀

　
富
山
国
際
学
園 

富
山
短
期
大
学

 

松
居
紀
久
子

富
山
第
一銀
行
 

荒
井
　
克
彦

富
山
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課

 

大
村
　
政
人

富
山
県
立
し
ら
と
り
支
援
学
校

 

荻
布
知
寿
子
・
水
巻
　
岳
也

富
山
テ
レ
ビ
放
送
 

嘉
藤
　
毅
樹

島
石
油
㈱
 

安
藤
　
貴
之

富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校

 

奥
野
　
勝
太

北
陸
電
力
㈱
 

馬
場
　
幸
子

富
山
労
働
局 

富
山
公
共
職
業
安
定
所

 

村
　
　
裕
子

　
高
齢・障
害・求
職
者
雇
用
支
援
機
構

富
山
支
部
 

山
縣
　
勝
治

富
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

 

河
上
　
真
弥
・
早
川
　
隆
志

㈱
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム 

北
陸
支
社

富
山
営
業
所
 

砂
原
　
和
彦

岐
阜
県
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
 

 

小
池
　
貴
久
・
平
野
　
堪
太

㈱
ヨ
シ
キ

 

牛
丸
　
武
司
・
高
越
　
康
夫

㈱
北
日
本
新
聞
社
 

島
津
あ
か
ね

　
た
か
お
か
万
葉
福
祉
会
 

 

桶
　
　
典
子

富
山
市 

福
祉
保
健
部 

指
導
監
査
課

 

中
川
　
　
誠

富
山
市 

福
祉
保
健
部 

障
害
福
祉
課
 

 

豊
岡
　
　
円
・
佐
藤
　
功
幸

　
吉
城
福
祉
会
 

田
中
　
　
緑

読
売
新
聞
東
京
本
社
 森

井
　
智
史

作業センターふじなみでの椎茸摘み取り作業

生活介護班では体育館での運動

みしまの工房でのはたおり作業

「
食
欲
の
秋
」
に
ち
な
ん
で
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
漫
画
「
美
味
し
ん
ぼ
」
が
好
き
で
、

家
の
本
棚
に
は
全
巻
が
揃
っ
て
い
る
。

読
み
返
し
て
み
る
と
時
代
の
変
遷
が

感
じ
ら
れ
て
面
白
い
。例
え
ば
第
２５

巻「
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
対
決
」で
は
、
主
人

公
の
山
岡
さ
ん
に
同
僚
の
栗
田
さ
ん

（
ネ
タ
バ
レ
に
な
る
が
、
や
が
て
こ
の
２

人
は
結
婚
す
る
）が「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
っ

て
？
」
と
聞
く
シ
ー
ン
が
あ
る
。つ
ま

り
、
今
で
は
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
メ
ニュ
ー
に

あ
る
ほ
ど一般
的
な
「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
」

と
い
う
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
が
、こ
の
連
載
当

時
は一般
的
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
今
で
は
ス
ー
パ
ー
で
も
当
た
り

前
に
手
に
入
る
香
辛
料
「
ガ
ラ
ム
マ
サ

ラ
」
も
、
第
２４
巻
「
カ
レ
ー
対
決
」で

は
、
究
極
の
カ
レ
ー
の
味
の
決
め
手
と

し
て
、さ
も
珍
し
い
香
辛
料
の
よ
う
に

登
場
す
る
。

最
近
な
に
か
と
テ
レ
ビ
を
賑
わ
せ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
界
の「
パ
ワ
ハラ
問
題
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
も
昔
は「
仕
方
が
な

い
」と
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
過
ご
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
、
今
で
は
タ
ブ
ー
に

な
って
し
ま
い
、
そ
れ
に
つい
て
い
け
な

い
者
が
バッ
シ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。時
代

が
変
わ
る
に
つ
れ
、そ
れ
ま
で
有
り
得

な
か
っ
た
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
り
、

当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
が
有
り
得
な

い
こ
と
に
な
って
い
く
。

今
号
で
特
集
し
た
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョン
」や
、「
ふ
じ
な
み
の
椎
茸
ハ
ウ

ス
増
設
」で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ

る
の
は「
障
害
の
あ
る
人
で
も
地
域
で

普
通
の
暮
ら
し
を
」と
い
う
当
園
の
ず

っ
と
変
わ
ら
な
い
理
念
で
あ
る
。こ
の

理
念
が
い
つ
の
日
か
「
当
た
り
前
」
に

な
って
い
る
こ
と
を
願
う
。　
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岡
崎
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（
Ｈ
30・
5・
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〜
Ｈ
30・
8・
31
）敬
称
略

富
山
県
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青
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然
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家
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会
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富
山
県
社
会
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議
会

 

大
畑
　
正
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富
山
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サ
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㈱
 宮
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大
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士
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セ
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タ
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山

 

明
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孝
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富
山
大
学
 

長
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北
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子
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理 
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レ

 

杉
浦
　
健
一

（
Ｈ
30・
5・
21
〜
Ｈ
30・８・
10
）敬
称
略

（福)一社

（福)（福)

（　)

（独)

７
月
か
ら
３
ヵ
月
間
、
し
ら
と
り
支
援
学
校
か
ら

研
修
に
来
て
い
ま
す
。

最
初
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
う
さ
か
寮
を
見
学

し
た
際
、「
居
室
を
ほ
と
ん
ど
個
室
に
し
、
床
や
調
度

品
な
ど
の
仕
様
も
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に
応
じ
た
も

の
に
し
て
か
ら
、
強
度
行
動
障
害
の
あ
る
利
用
者
が

と
て
も
落
ち
着
き
、
問
題
行
動
が
減
っ
て
集
団
活
動

に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
話

を
伺
い
ま
し
た
。
自
分
の
居
心
地
の
良
い
居
住
ス
ペ

ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
こ
ま
で
も

の
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
学
校
や
寄
宿
舎
で
同
じ
こ
と
が
出
来

る
か
と
考
え
た
と
き
に
、
難
し
い
点
は
多
々
あ
り
ま

す
が
、
運
用
の
工
夫
次
第
で
児
童
生
徒
が
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
し
た
り
す
る
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が

出
来
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
良
い
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
１
〜
２
週
間
ず
つ
各

作
業
所
を
体
験
し
な
が
ら
利
用
者
の
方
々
と
一
緒
に

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
利

用
者
の
方
一
人
ひ
と
り
が
と
て
も
生
き
生
き
と
自
信

を
も
っ
て
働
い
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
利
用

者
の
中
に
は
、
他
の
施
設
で
は
対
応
が
難
し
か
っ
た

方
も
お
ら
れ
ま
す
。「
支
援
者
は
、
利
用
者
の
出
来
る

こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
好
き
な
こ
と
を
整
理
し
て
あ
げ
、

出
来
る
こ
と
を
使
っ
て
仕
事
を
作
り
出
し
て
あ
げ
る
」。

こ
れ
は
、
め
ひ
の
野
園
の
理
念
だ
と
の
こ
と
。
私
は

こ
の
理
念
を
聞
い
て
、「
だ
か
ら
か
！
」
と
思
い
あ
た

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
良
い
ヒ
ン
ト
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
校
に
戻
っ
た
ら
、
め
ひ
の
野
園
か
ら
い
た
だ
い

た
ヒ
ン
ト
を
生
か
し
、
児
童
生
徒
が
安
心
で
き
、
生

き
生
き
と
活
動
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（1）　第117号　平成30年10月15日 第117号　平成30年10月15日 　（8）


